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神
戸
大
学
講
師

日
本
国
際
問
題
研
究
所
研
究
員

李
昊

リ　

コ
ウ　

二
〇
二
〇
年
東
京
大
学
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
法

学
）。
専
門
分
野
は
比
較
政
治
、
近
現
代
中
国

政
治
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
。
著
作
に
『
中

国
共
産
党
新
政
治
局
常
務
委
員
の“
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
”』「
習
近
平
政
権
の
10
年
と
第
20
回

党
大
会
へ
の
展
望
」
な
ど
。

習
近
平
派
一
色
の
新
指
導
部

—
—

最
高
指
導
部 

政
治
局
常
務
委
員
の
顔
ぶ
れ

一
〇
月
二
三
日
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
は

習
近
平
第
三
次
政
権
を
支
え
る

党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
を
選
出
し
た
。

全
員
が
習
近
平
総
書
記
に
近
い
人
物
。

彼
ら
が
長
期
政
権
の
担
い
手
と
な
る
の
か
。

10月27日、延安革命記念館を訪れた習
近平総書記と中央政治局常務委員たち。
左から趙楽際、王滬寧、蔡奇、習近平、李希、
丁薛祥、李強（新華社／アフロ）
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中
国
共
産
党
第
二
〇
回
全
国
代
表
大
会
が
終
わ
り
、
新
た
な
指
導

部
が
発
足
し
た
。
事
前
の
予
想
通
り
、習
近
平
が
総
書
記
に
留
任
し
、

「
異
例
」
の
第
三
期
政
権
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新
指
導
部
人
事
は
、

当
初
の
予
想
を
超
え
て
、
習
近
平
の
完
勝
と
な
っ
た
。
高
齢
の
栗
戦

書
（
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
長
）
と
韓
正
（
国
務
院
副
総
理
）

は
予
想
通
り
退
任
し
た
が
、
最
高
指
導
部
に
と
ど
ま
る
と
予
想
さ
れ

て
い
た
李
克
強（
国
務
院
総
理
）と
汪
洋（
政
治
協
商
会
議
主
席
）は
、

年
齢
が
比
較
的
に
若
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
委
員
に
再
選
さ
れ

ず
、
引
退
が
決
ま
っ
た
。
両
者
は
い
ず
れ
も
胡
錦
濤
前
総
書
記
に
近

い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
第
六
世
代
の
最
高
指
導
者
候
補
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
胡
春
華
（
国
務
院
副
総
理
）
は
政
治
局
常
務
委
員
に
昇

格
す
る
ど
こ
ろ
か
、
政
治
局
委
員
に
す
ら
選
出
さ
れ
ず
、
異
例
の
降

格
と
な
っ
た
。

　

最
高
指
導
部
に
留
任
し
た
趙
楽
際
と
王
滬
寧
は
、
習
近
平
の
権
力

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
四
人
の
新

政
治
局
常
務
委
員
は
い
ず
れ
も
習
近
平
と
深
い
関
係
に
あ
る
人
物
で

あ
る
。
新
最
高
指
導
部
人
事
は
、
習
近
平
派
一
色
と
な
っ
た
。

　

新
最
高
指
導
部
に
、
後
継
者
と
目
さ
れ
る
人
物
は
い
な
い
。
五
年

後
の
党
大
会
で
習
近
平
が
最
高
指
導
者
に
留
任
し
、
少
な
く
と
も
四

期
目
ま
で
は
続
け
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿

で
は
、新
最
高
指
導
部
の
メ
ン
バ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

習
近
平

　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
党
総
書
記
、
国
家
主
席
、
中
央
軍
事
委
員

会
主
席
。
一
〇
年
の
統
治
を
経
て
、
反
腐
敗
運
動
に
よ
る
政
敵
の
追

放
、党
の「
核
心
」と
し
て
の
地
位
の
獲
得
、自
ら
の
名
を
冠
し
た「
習

近
平
に
よ
る
新
時
代
の
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
思
想
」
の
提
起

と
、
少
し
ず
つ
権
威
を
強
化
し
て
き
た
。
慣
例
と
さ
れ
て
き
た
六
八

歳
定
年
制
を
打
破
し
て
、
つ
い
に
三
期
目
の
政
権
を
発
足
さ
せ
た
。

過
去
に
中
央
軍
事
委
員
会
秘
書
長
・
耿
飈
の
秘
書
を
務
め
た
経
験
が

あ
り
、
軍
と
の
関
係
が
深
い
。
河
北
省
、
福
建
省
、
浙
江
省
、
上
海

市
と
地
方
で
の
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
。
特
に
浙
江
省
は
民
間
企
業
が
活

発
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
任
当
初
ま
で
は
市
場
経
済
重
視
の
開

明
的
な
指
導
者
と
し
て
習
近
平
に
期
待
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
就
任

後
は
秩
序
重
視
、
国
家
重
視
の
強
権
的
な
統
治
を
展
開
し
て
い
る
。

 

「
太
子
党
」
の
代
表
格
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
太
子
党
を

重
用
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
各
勤
務
地
で
部
下
だ
っ
た
人
物
を
次
々

と
抜
擢
し
て
お
り
、
第
三
期
政
権
で
は
最
高
指
導
部
を
自
分
に
近
い

人
物
で
固
め
た
。
人
事
で
は
完
勝
を
果
た
し
た
が
、
党
大
会
で
は
、

党
主
席
に
就
任
す
る
こ
と
も
な
く
、
党
員
に
習
近
平
へ
の
忠
誠
を
事

実
上
義
務
付
け
る
「
二
つ
の
確
立
」
の
党
規
約
へ
の
明
記
や
「
人
民

の
領
袖
」
と
い
う
地
位
の
公
式
化
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
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李
強

　

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
来
年
三
月
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
国
務

院
総
理
に
就
任
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
党
大
会
前
の
役
職
は
上
海

市
党
委
員
会
書
記
だ
っ
た
。
浙
江
省
長
、
江
蘇
省
党
委
員
会
書
記
、

上
海
市
党
委
員
会
書
記
と
長
江
下
流
域
の
三
つ
の
経
済
が
発
展
し
た

重
要
地
域
の
指
導
者
を
歴
任
し
て
お
り
、
飛
び
抜
け
て
華
麗
な
る
経

歴
を
持
つ
。他
方
で
党
中
央
や
中
央
政
府
に
勤
務
し
た
経
験
が
な
く
、

国
家
運
営
の
能
力
は
未
知
数
で
あ
る
。
過
去
の
総
理
は
初
代
の
周
恩

来
以
外
い
ず
れ
も
副
総
理
を
務
め
た
経
験
を
有
す
る
が
、
李
強
の
抜

擢
は
そ
の
慣
習
を
破
る
こ
と
と
な
る
。総
理
就
任
ま
で
の
数
ヵ
月
間
、

い
っ
た
ん
副
総
理
に
就
任
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

李
強
は
、
習
近
平
が
浙
江
省
党
委
員
会
書
記
を
務
め
て
い
た
時
期

に
、
秘
書
長
と
し
て
習
近
平
に
仕
え
た
。
今
期
指
導
部
の
中
で
も
習

近
平
が
特
に
信
頼
を
寄
せ
る
側
近
中
の
側
近
で
あ
る
。
今
年
の
春
、

上
海
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
二
ヵ

月
に
わ
た
っ
て
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
追
い
込
ま
れ
て
、
視
察
時
に
直
接

市
民
か
ら
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
混
乱
の

責
任
を
取
ら
さ
れ
、
解
任
さ
れ
る
と
の
噂
が
広
ま
っ
た
が
、
結
果
と

し
て
は
キ
ャ
リ
ア
に
傷
が
つ
か
ず
、
大
抜
擢
と
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
習
近
平
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

趙
楽
際

　

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
政
治
局
常
務
委
員
に
留
任
し
、
来
年
春
に

全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
長
に
就
任
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
党

大
会
前
の
役
職
は
汚
職
腐
敗
の
摘
発
を
担
う
中
央
規
律
検
査
委
員
会

書
記
で
あ
っ
た
。内
陸
の
青
海
省
で
キ
ャ
リ
ア
の
大
半
を
過
ご
し
た
。

青
海
省
と
陝
西
省
の
二
つ
の
地
域
で
ト
ッ
プ
と
な
る
党
委
員
会
書
記

を
務
め
た
経
験
を
持
つ
。
本
籍
が
陝
西
省
同
士
の
縁
で
習
近
平
と
近

い
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
二
〇
一
二
年
か
ら
五
年
間
中
央

組
織
部
長
を
務
め
、
人
事
面
で
習
近
平
の
勢
力
拡
大
と
権
力
強
化
に

貢
献
し
た
点
が
習
近
平
に
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
陝
西
省
党
委

員
会
書
記
時
代
に
は
、
習
近
平
の
父
親
で
あ
る
習
仲
勲
の
墓
の
大
規

模
拡
張
を
断
行
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

前
任
者
の
王
岐
山
の
活
躍
ぶ
り
に
比
べ
る
と
、
反
腐
敗
運
動
担
当

と
し
て
は
地
味
な
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
警
察
や
司
法
を
司
る
政
法

部
門
で
大
規
模
な
摘
発
を
展
開
し
、
習
近
平
が
長
ら
く
影
響
力
を
十

分
に
行
使
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
部
門
の
掌
握
に
大
き
く

貢
献
し
た
こ
と
は
言
及
に
値
す
る
。
陝
西
訛
り
が
強
く
、
記
者
会
見

や
取
材
嫌
い
で
知
ら
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
こ
と
が
少

な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
と
な
り
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
謎
め
い
た
人
物
で
あ
る
。
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王
滬
寧

　

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
政
治
局
常
務
委
員
に
留
任
し
、
来
年
の
春

に
国
政
諮
問
機
関
で
あ
る
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
会
主
席
に

就
任
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
党
大
会
前
の
役
職
は
党
中
央
指
導
部
の

事
務
処
理
機
構
で
あ
る
中
央
書
記
処
の
筆
頭
書
記
で
あ
り
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
部
門
を
も
担
当
し
て
い
た
。
上
海
の
名
門
で
あ
る
復
旦
大
学

の
ス
タ
ー
政
治
学
者
だ
っ
た
が
、
江
沢
民
に
見
出
さ
れ
、
九
五
年
に

ブ
レ
ー
ン
と
し
て
中
国
共
産
党
内
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
中
央
政
策

研
究
室
に
移
っ
た
。
以
後
、
江
沢
民
、
胡
錦
濤
、
習
近
平
ら
三
代
の

総
書
記
の
理
論
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
。習
近
平
の「
中

国
の
夢
」「
習
近
平
に
よ
る
新
時
代
の
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義

思
想
」
な
ど
の
理
論
構
築
に
深
く
関
わ
っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、

二
〇
二
一
年
の
第
三
の
「
歴
史
決
議
」
の
文
書
作
成
チ
ー
ム
を
束
ね

た
と
言
わ
れ
る
。
習
近
平
の
権
威
強
化
、
権
力
確
立
に
理
論
面
で
大

き
く
貢
献
し
、
最
高
指
導
部
に
留
任
と
な
っ
た
。

　

一
貫
し
て
理
論
畑
を
歩
ん
で
き
た
た
め
、
行
政
経
験
が
皆
無
で
あ

る
。
長
い
期
間
を
か
け
て
地
方
で
行
政
経
験
を
積
む
の
が
一
般
的
な

中
国
共
産
党
指
導
部
に
あ
っ
て
、
異
色
の
存
在
で
あ
る
。
政
治
学
者

と
し
て
は
、
集
権
的
な
体
制
に
よ
っ
て
政
治
的
な
安
定
を
維
持
す
る

こ
と
を
重
視
す
る
論
考
を
数
多
く
発
表
し
て
い
た
。

蔡
奇

　

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
中
央
書
記
処
の
筆
頭
書
記
。
党
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
部
門
を
も
司
る
と
見
ら
れ
る
。
党
大
会
前
の
役
職
は
北
京

市
党
委
員
会
書
記
だ
っ
た
。
習
近
平
が
勤
務
経
験
を
持
つ
福
建
省

と
浙
江
省
に
長
く
勤
め
、
習
近
平
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
、
習
近
平
の
肝
煎
り
で
新
た
に
設
立
さ
れ
た
中
央
国
家

安
全
委
員
会
の
弁
公
室
副
主
任
に
抜
擢
さ
れ
て
以
降
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
加
速
さ
せ
た
。
一
六
年
以
降
、北
京
市
党
委
員
会
副
書
記
、

副
市
長
、
市
長
代
行
、
市
長
を
経
て
、
一
七
年
五
月
に
は
北
京
市
党

委
員
会
書
記
と
な
っ
た
。
同
年
秋
の
党
大
会
後
に
は
、
ヒ
ラ
党
員
か

ら
一
気
に
政
治
局
委
員
ま
で
出
世
し
た
。
北
京
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て

は
、
一
八
年
春
に
市
内
の
低
所
得
者
層
の
強
制
排
除
を
推
し
進
め
た

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

党
大
会
前
、
最
高
指
導
部
の
有
力
候
補
と
し
て
名
前
が
上
が
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
今
期
最
高
指
導
部
人
事
最
大
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
と
言
え
る
。
何
が
評
価
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
北
京
冬
季

五
輪
の
責
任
者
を
務
め
て
、
成
功
に
導
い
た
こ
と
が
一
因
と
な
っ
た

可
能
性
は
あ
る
。
一
貫
し
て
習
近
平
を
支
持
し
、
今
年
の
党
大
会
中

も
習
近
平
を
「
人
民
の
領
袖
」
だ
と
礼
賛
し
て
い
た
。
こ
の
習
近
平

へ
の
忠
誠
が
何
よ
り
重
要
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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丁
薛
祥

　

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
党
大
会
前
の
役
職
は
、
中
央
弁
公
庁
主
任

で
あ
り
、
国
家
主
席
弁
公
室
主
任
（
す
な
わ
ち
習
近
平
の
秘
書
）
を

兼
任
し
て
い
た
。
第
二
期
政
権
で
は
、
習
近
平
の
外
遊
や
地
方
視
察

に
同
行
し
て
い
た
側
近
中
の
側
近
だ
。
九
九
年
ま
で
上
海
材
料
研
究

所
に
勤
め
、
機
械
工
業
部
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
。
そ
の
後
政
治

の
道
を
歩
み
、
組
織
部
門
や
秘
書
畑
に
長
ら
く
い
た
。
習
近
平
が

二
〇
〇
七
年
三
月
に
上
海
市
党
委
員
会
書
記
に
着
任
し
た
後
、
丁
薛

祥
は
五
月
に
上
海
市
党
委
員
会
秘
書
長
と
な
り
、習
近
平
に
仕
え
た
。

習
近
平
が
最
高
指
導
部
入
り
し
て
中
央
に
移
る
ま
で
、
両
者
が
一
緒

に
仕
事
を
し
た
の
は
約
半
年
程
度
だ
っ
た
が
、そ
の
後
の
展
開
か
ら
、

短
い
期
間
に
緊
密
な
関
係
を
築
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

一
七
年
に
政
治
局
委
員
と
な
っ
て
以
降
、
丁
薛
祥
は
繰
り
返
し
習

近
平
を
礼
賛
し
、
権
威
強
化
を
支
え
て
き
た
。
新
指
導
部
で
は
、
序

列
六
位
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
行
政
部
門
の
経
験
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
来
年
の
全
人
代
に
お
い
て
国
務
院
副
総
理
に
選
出
さ
れ
る
と

見
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
っ
た
。
丁
薛
祥
の
昇
進

の
最
大
の
要
因
は
、
習
近
平
と
の
個
人
的
な
近
さ
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
目
立
っ
た
政
治
的
資
源
は
な
い
。
新
政
治
局
常
務
委
員
会
の
中

で
は
最
も
若
い
が
、
後
継
者
と
み
な
す
向
き
は
な
い
。

李
希

　

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
汚
職
腐
敗
の
摘
発
を
担
う
中
央
規
律
検
査

委
員
会
書
記
。
党
大
会
前
の
役
職
は
、
広
東
省
党
委
員
会
書
記
だ
っ

た
。
西
北
地
域
の
甘
粛
省
と
陝
西
省
に
長
く
勤
め
た
後
、
上
海
市
党

委
員
会
の
組
織
部
長
や
副
書
記
、
遼
寧
省
の
省
長
や
党
委
員
会
書
記

な
ど
を
務
め
た
。
遼
寧
省
時
代
に
は
、
前
任
者
の
汚
職
腐
敗
、
全
国

人
民
代
表
大
会
の
省
代
表
選
出
に
お
け
る
票
の
売
買
、
省
の
経
済
統

計
の
不
正
、
全
国
唯
一
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
成
長
な
ど
と
多
く
の
難

題
に
直
面
し
た
。
そ
れ
ら
を
立
て
直
し
た
「
功
績
」
が
評
価
さ
れ
、

二
〇
一
七
年
に
政
治
局
委
員
に
抜
擢
さ
れ
、
広
東
に
移
っ
た
。
政
治

局
入
り
し
て
か
ら
は
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
て
習
近
平
を
た
た
え
、
習

近
平
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
確
立
を
支
持
し
て
い
る
。

　

習
近
平
に
近
い
と
言
わ
れ
る
が
、
キ
ャ
リ
ア
面
で
の
直
接
の
つ
な

が
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
李
希
の
出
身
地
で
あ
る
甘
粛
省
の
両
当
県

は
、
習
近
平
の
父
親
で
あ
る
習
仲
勲
が
か
つ
て
武
装
蜂
起
を
行
っ
た

場
所
で
あ
り
、
ゆ
か
り
が
あ
る
。
ま
た
、
李
希
は
陝
西
省
延
安
市
の

党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
文
化
大
革
命
中
に
習
近
平

が
「
下
放
」
さ
れ
て
い
た
延
安
市
に
あ
る
梁
家
河
村
を
党
員
の
学
習

基
地
と
し
た
こ
と
が
習
近
平
に
評
価
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
政
策

面
で
は
派
手
さ
が
な
く
、
特
徴
が
な
い
。
●




